
 
 

関係機関・団体の取組状況 

機関・団体 取組状況 

佐賀県医師会 別添資料① 

佐賀県歯科医師会  

佐賀県薬剤師会  

佐賀県看護協会 訪問看護師等を対象に「新しい糖尿病治療と看護」というテーマで研修会を開催（講師：糖尿病認定看護師・慢性疾患

専門看護師）。好評であり、次年度も開催予定である。 

佐賀県栄養士会 栄養士会では、日本栄養士会、各県の栄養士会が主体となり、会員の自己研鑽の研修会を行っている。 

栄養士として必要な研修会と、会員の職域で取り組みが異なるので、職域別（医療、学校健康教育、研究教育、公衆衛

生（行政）、フリーランス・栄養関連企業、福祉の６つ）での研修会を行っている。 

日々の業務はそこに集う人々の健康を守ることに繋がり、長期目線では、健康プラン推進に関連すると考えるので、

会員への自己研鑽になるよう研修会を検討している。 

・佐賀県生涯教育研修会の開催（８回開催） 

・県内の職域別の研修会（9 回開催） 

・支部単位での研修会（13 回開催、うち７回は市民糖尿病教室など協力） 

・栄佐賀県栄養改善学会で健康プラン推進事業の発表 

・日本栄養士会からの研修会案内（多々あり） 

・日本栄養士会から栄養士大会で無料 web 研修会（21 単位/２か月間） 

全国健康保険協会佐賀支部 別添資料② 健康宣言事業（がばい健康企業宣言）について   

「がばい健康宣言」優良企業 2024 取り組み事例集 

資料４ 

佐賀県健康プラン推進審議会 
令和７年２月６日（木） 
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機関・団体 取組状況 

佐賀県国民健康保険団体連合会 国保保険者の保健事業の支援を行っている。 

佐賀県の現状は、腹囲の基準値以上の方の割合やＨbA1c6.5%以上の糖尿病領域の方の割合が高く、メタボリックシン

ドロームや糖尿病が課題であると認識している。 

課題解決に向けて、市町等の保健師・栄養士を対象にした研修会の実施、ＫＤＢシステムを活用したデータの提供な

どの支援、特定健診実施率を向上に資するデータ提供などを行っている。 

健康保険組合連合会佐賀連合会 別添資料③ 佐賀銀行健康保険組合の取組状況 

佐賀県保険者協議会 １ 医療費分析の実施 

（１）佐賀県糖尿病・人工透析予防研究事業 

糖尿病・人工透析患者数を減少させるため、保険者から実施要領に定めた4 項目（HbA1c、血清クレアチニン

等）の検査結果データを収集し、保険者にその分析資料を提供している。 

（２）統計情報の作成 

佐賀県内保険者から提供された情報を用いた、一人当たり医療費等の統計情報や、NDB データを用いた佐賀県

内の統計資料を保険者に情報提供している。 

（３）人材育成 

医療費分析研修会を開催している。 

２ データヘルス計画の推進 

（１）特定健診・保健指導の実施率向上 

①健診受診促進のポスターを作成し、医療機関・薬局に配布している。 

②県歯科医師会と県薬剤師会に健診実施医療機関名簿を提供し、健診受診勧奨の協力を依頼している。 

③被用者保険の被扶養者の受診機会確保の取組として、被用者保険の被扶養者の方も受診可能な集団健診の情

報（市町実施分）を取りまとめ、被用者保険、県歯科医師会及び県薬剤師会へ提供している。 

④市町国保の集団健診日程や実施場所等の情報を取りまとめ、佐賀県国保連合会ホームページに掲載してい

る。 

（２）予防・健康づくりの推進 

保険者が民間委託している保健事業について、事業内容やその効果を取りまとめ、保険者に情報提供している。

（３）データヘルス計画の進捗状況の共有 

各保険者が策定しているデータヘルス計画の進捗情報を共有し、事業評価の内容など他団体の取組を参考とし

てもらっている。 

（４）「佐賀県糖尿病性腎症重症化予防プログラム」の実施 

プログラムの目的を達成するための取組を行っている。また、「ストップ糖尿病」対策会議への委員の推薦を

行っている。 
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機関・団体 取組状況 

佐賀県商工会議所連合会  

佐賀県商工会連合会  

佐賀県市長会  

佐賀県町村会  

佐賀労働局 労働衛生週間説明会（佐賀局内５か所）の実施に際して、メンタルヘルス対策に係る情報提供を行うほか、各保健福祉

事務所様から地域保健に関する情報提供をいただいた。 

佐賀局内４か所において本年度実施した、職場における健康増進対策に重点を置いた集団指導「転倒予防説明会」で

は、健康福祉政策課様から地域保健に関する情報提供をいただいた。 

心の健康づくりフォーラムの開催 

メンタルヘルス対策を重点に置いた個別指導の実施 

さが健康維新県民会議への出席 

協会けんぽ佐賀支部様との連携（「がばい健康宣言」の周知協力等） 

健康福祉政策課様との連携（「さが健康企業宣言」の周知協力等） 

佐賀県ＰＴＡ連合会  

佐賀県 CSO 推進機構  

 

3



 

別添資料① 佐賀県医師会 
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別添資料②　全国健康保険協会佐賀支部
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保険者名 佐賀銀行健康保険組合

※調査対象期間：令和5年度委託分

１　民間委託している保健事業はありますか。（いずれかに○を選択してください）

○ ある

ない

２　ある場合、どのような事業を民間委託されていますか。①～⑩の該当する事業に、その内容等について記載してください。

　　（複数ある場合は、それぞれ記載してください。該当が無い場合は、空欄で構いません。）　

Ⅱ　取組内容

【委託年度】
・令和2年度～
【事業名】
・前期高齢者対策(生活習慣病等の重症化予防)
【対象者】
・50～64歳まで
HbA１c=6.5以上空腹時血糖値=126mg/dl以上、
または随時血糖値=200mg/dl以上の該当者
【概要】
・糖尿病、高血圧症、脂質異常者のうち特定保健指導対
象者を除く基準該当者に対し6か月の指導プログラムを
実施し改善を図る
【事業の目標】
・前期高齢者予備軍(50～64歳)の生活習慣病の重症
化を防止
・糖尿病性腎症による人工透析導入への進行や循環器
疾患の発症を抑制する

【令和６年度実施予定】

【令和６年度実施予定】

【委託年度】
・令和元年度～
【事業名】
・禁煙サポート事業
【対象者】
・被保険者及び被扶養者
【概  要】
・医師開発の専用アプリを活用した専門指導員によるオ
ンライン
指導
・医薬品により6か月で禁煙を目指す
【事業の目標】
・禁煙達成者の増加

【委託年度】
・令和2年度～
【事業名】
・ウェアラブル端末を用いた運動習慣促進事業
【対象者】
・被保険者、35歳以上の被扶養者(配偶者年齢不問)
【概  要】
・ウォーキングイベントを開催し運動習慣の醸成を図る
【事業の目標】
・健康管理の習慣化や運動習慣の醸成
・生活習慣病リスクの改善

【委託年度】
・令和元年度～
【事業名】
・歯の予防検診事業
【対象者】
・加入者
【概  要】
・歯科健診センター委託による歯科健診
【事業の目標】
・口腔内衛生の向上による歯科医療費の抑制

※上記以外に、別途、事業所での集団歯科健診を実施中

令和5年度
・健康管理アプリ(dヘルスケア)登録者数：　448名
・ウォーキンク゛キャンペーン参加者：　223名
　開催期間：R5.10.1～11.30

課題：参加者の増加と運動習慣の継続

・歯科健診
　歯科健診センター委託分（令和２年１月より実施）
　令和５年度受診者数　３９名
　 【内訳】　　被保険者　３０名
                 被扶養者　　９名
・歯科健診センターと提携する全国の歯科医院で受診可
能
・ＨｂＡ１ｃが一定の基準値以上（6.5以上）の被保険者で１
年以上の歯科未受診者へ受診勧奨を実施

課題：事業周知による受診者の増加が課題

※令和５年度集団歯科健診受診者数　７６名

民間委託している保健事業に関する調査票

Ⅰ　取組事業

①特定健診実施率向上

Ⅲ　取組の効果（実績）

②特定保健指導実施率向上

⑨運動習慣推進（健康チャレンジ等）

⑩その他（　歯科健診　）

⑧医療費分析

【 参考： 佐賀銀行健康保険組合が保険者協議会へ提出した資料（一部追記） 】

令和5年度:　8名参加/6名成功(成功率75%)
・けんぼだよりでの参加募集に加え、事業主の保健師、特
定保健指導実施中の保健師(委託先)を通じ参加勧奨を
実施。
・委託先との連携強化により禁煙成功率は平均60%を
上回り好調に推移。

課題：喫煙者への更なる情宣と参加者の確保

③糖尿病重症化予防

④重複服薬対策

⑤後発医薬品使用促進

⑥重複頻回受診対策

⑦禁煙対策

令和5年度:　28名(実施数)/30名(選定対象者)
翌年度の健診結果数値と比較し効果検証(在籍者・結果
データ保有者のみ)
令和5年度:現在集計中(委託先)

課題としては、一定数の参加拒否があり、参加に結びつ
ける施策(インセンティブ等)が必要
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別添資料③　佐賀銀行健康保険組合


